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【本リリースに関するお問い合わせ】 

関西 SDGsプラットフォーム公認分科会・共育分科会（ともいくぶんかかい） 

（事務局） リーブ 21 SDGs部 E メール：sdgs@reve21.co.jp 

■ツイッター：https://twitter.com/SDGs67252372 

■フェイスブック：https://www.facebook.com/SDGsOMOROI 

 

報道関係者各位 

マイクロプラスチックゴミを出さずに、小学校をキレイに！     

ヘチマたわしで「海の豊かさを守ろう」！ 
2021/12/15 

関西 SDGs プラットフォーム公認分科会の「共育分科会」（代表：特定非営利活動法人 阪神・

智頭 NPO センター・畑井克彦）は、大阪教育大学附属平野小学校（大阪市平野区）と、同校

の保護者達が同校への還元を目的として活動するサークル「AKP24」（以下、AKP）と連携し

て、SDGs⑭「海の豊かさを守ろう」の説明用資料作成に協力しました。その資料を用いてプ

レゼンを行い、同校の児童たちにその理解を深めてもらうとともに、児童たちはヘチマたわ

しを作製しました。 

その後、マイクロプラスチックゴミを排出するメラミンスポンジではなく、「海の豊かさを

守る」ため、ヘチマたわしを用いて校内清掃を行いました。 

 

同校の創立 120 周年記念式典に向けた校内

清掃を前に、「海の豊かさを守ろう」をテー

マに、AKP の皆さんが児童たちにプレゼン

（左写真）を行い、マイクロプラスチック

ゴミを排出しないヘチマたわしを使うこ

とで海の豊かさを守ることができること

を共有しました。また、校内清掃に向けて、

同校で育てたヘチマを使った「たわし作り」

を行いました。（下写真） 

 

 

あらかじめカットして干しておいたヘチ

マから児童たちが種を取り出し、使用後に

干して繰り返し使えるようにするための

麻ひもを取り付ける作業を行いました。児

童たちはなかなか取れない種を前に悪戦

苦闘しながらも、ヘチマたわし作りに集中

していました。 

 

 

■児童たちの声「（ヘチマたわし作りが）とても楽しかったです。また作ってみたいです。」

「（1つでは物足りないので）もっと作りたいです。」 

「（種を拾い集めながら）持って帰っても良いですか？家で植えたいです。」 
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また、作製したヘチマたわしを全学級に配布

し、校内清掃において、廊下の床や壁に付い

た汚れを落とすべく、児童たちが一生懸命ヘ

チマたわしで擦っていました。根気よく擦る

ことで、床や壁の汚れを綺麗に取ることがで

きました。（左写真） 

 

■AKP メンバー（保護者）のお話：ヘチマた

わしを使うことによって、単なる清掃活動で

はなく、海の豊かさを守ることに繋がる行動をしているという、SDGs に対する意識が子供

たちの中で育ってくれると嬉しいです。今後も子供たちとヘチマプロジェクトで連携し、海

の豊かさを守るための活動を行っていきたいと思います。 

 

■AKP メンバー（保護者）のお話：ヘチマ

を清掃道具として使うことで校内をキレ

イにし、使用後も細かく切って土に撒け

ば、翌年のヘチマを育てる肥料となり、地

球環境にやさしい資源活用の好循環を作

り上げることができます。また、プラスチ

ック製スポンジやメラミンスポンジに替

えて清掃に用いる（右写真）ことで、マイ

クロプラスチックゴミを排出させず、SDGs

⑭「海の豊かさを守ろう」に繋がる活動に

なります。子供たちの行動を起点に、SDGs の輪を広げられるよう取り組んでいきたいと思

います。                 

 

■大阪教育大学附属平野小学校 南主幹教諭のお話：SDGs はこれからの未来を生きる子ども

たちにとっては欠かすことのできない課題に関わる目標です。とても大切なものであるに

も関わらず、大きな自然事象や社会事象に関わって使われることが多く、子どもたちにとっ

ては自分事と捉えにくい面があります。今回、行っていただいた活動は、自分たちの身近に

育ったヘチマを活用して作られたヘチマたわしを使うことによって、実はその先につなが

る海の環境を守ることにつながるというものでした。これはまさに「自分事」と捉えにくい

課題が、自分たちの身近なものやいつも行っている活動と関わりがあって、その先に、より

良い未来があるということを体験的に学ぶことができるものだと感じました。今も子ども

たちからも「先生、へちまたわし、まだある？使いたいねん。」「家に持って帰って、家の人

に使ってもらいたいな。」「また、やってくれたら作りにいきたい！」という声が上がってい

ます。ぜひ今後も保護者の方とこのような活動に取り組んでいければと思います。 
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